
 

 

 

ふるさと西谷を愛する心を育てる ～ 環境体験学習をとおしての学びと 志
こころざし

 ～ 

 
    宝塚市立西谷小学校長 奥田 誠治  

新年 明けましておめでとうございます 

旧年中は、地元西谷の皆様方のご支援を賜り
たまわり

、環境体験学習公開研究発表会を盛会裏
せいかいり

に開催する

ことができました。改
あらた

めて御礼申し上げます。 

この度、思いがけず貴協議会から小学校での環境教育の取り組みを広報紙に掲載してはどうかと

いうお誘いがあり、これまでの御支援への幾
いく

ばくかの御恩返しになればと、そのあらましを紹介さ

せていただきます。 

 

環境体験学習をとおして学ぶこと・・・「人が手入れしてこそ、自然環境が保全される」 

 「自然は自然のまま」すなわち「在るが儘
あ る が ま ま

が良い」という思いの方が強かったわけです。ところ

が、喫緊
きっきん

の課題として「地球温暖化」や「絶滅危惧種
ぜ つ め つ き ぐ し ゅ

」に関心が高まってきました。しかし、ま

だ、対岸
たいがん

の火事であり身近な地域がどのような状況下にあるのかは科学的に判別できないことが、

一般的な全国の学校で行う環境教育の難点です。幸いにも西谷小学校区は恵まれた自然環境であ

り、人間の手が加わっている度合いが少ない（自然度の高い）自然に恵まれた地域です。このこと

は、子どもたちの誰もが認めるところです。生活の場が既に
す で に

自然と触れ合うことができる「教育資

源」を有効活用せずにはいられませんでした。 

水生生物調査から・・・ 

「“まだ”多様な生物が棲
す

んでいる」 

「絶滅危惧種
ぜ つ め つ き ぐ し ゅ

や外来種もいる」 

西谷の基盤である農業の環境を知ろうと、水田、川、ため 

池、森林といった里山としての西谷を丸ごと見直すことに 

なりました。各地区のため池や波豆川、佐曾
そ

利川を調査しま 

した。そこに生きる動植物を指標に水質調査を行いました。 

①「生物の多様性が保たれている」、②「誰かがもちこんだ外来種が在来種を駆逐
く ち く

していく危険

性」、③「絶滅危惧種
ぜ つ め つ き ぐ し ゅ

のカワバタモロコやメダカを守りたい」等々 

自分が出来ることは何だろうか・・・「自分の生活の在り方は？」、「他の人々への働きかけ？」 

児童は、エコキャップ（ワクチンに換金できる）収集や河川のゴミ収集、ホタルがもっと棲
す

みや

すい佐曾
そ

利川にするには？等の学習をとおして、次代の担い手である自覚が芽生え始めています。

西谷の子どもたちは、未来の西谷や未来の日本、世界をきり拓
ひら

いてくれるでしょう。住みよい農業

環境を拓
ひら

き守り続けた先祖先人
せんぞせんじん

、里山の人々の累々
るいるい

1500年の歴史に、新たな歴史を刻んでゆきま

す。 
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※前回実績の時期から記載しております。変更や中止になる場合が  

 ありますので詳細は関連団体にお問い合わせください。また、 

 開催時期が未確定の行事は掲載しておりません。 

1月～3月 ・トライ・やるきッズ（とんど・もちつき） 

・消防団出初式 

・波豆八幡神社の厄除け 

・里山整備活動 

・卒園式／卒業式（幼稚園、小学校、中学  

 校） 

4月～7月 ・入園式／入学式（幼稚園、小学校、中学  

 校） 

・西谷認定保育園開園 

・春の道路愛護活動（道つくり） 

・トライ・やるウィーク（中学生職業体験） 

・まちづくり協議会総会 

・トライ・やるきッズ（幼・小体験学習） 

・ふるさと祭り 

8月～10月 ・エコ・コンテストin西谷 

・ふるさと大運動会 

・秋祭り 

・秋の道路愛護活動（道作り） 

11月～12月 ・収穫祭／里山まつり 

・素人演芸会「楽々宴」 

・防災のつどい 

・消防団訓練 

【平成２１年主な行事】 

【みんなで考えよう未来の西谷】 

西谷は、以前の姿からずいぶん変化してきました。西谷の

周辺地域が都会化してきた影響もあり、様々な影響を受け

問題も発生してきています。これからの西谷について地域

の皆さんがともに考え、ともに活動できるよう新たな変化

が必要です。まちづくり協議会では、様々な部会の活動を

通じてより良い「未来の西谷」を見つめます。地域の皆様

も是非ご協力いただけますようお願い申し上げます。 
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。 

 
ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

年
末
に
、
ご
承
知
の
ご
と
く
ア
メ
リ
カ
の

金
融
に
端
を
発
し
た
「
危
機
」
が
、
わ
が

国
に
も
未
曾
有
の
経
済
悪
化
を
も
た
ら
す

厳
し
い
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
様

な
状
況
を
認
識
し
つ
つ 
「
ふ
る
さ
と
西

谷
」
の
里
づ
く
り
に
皆
様
の
英
知
を
結
集

し
て
一
歩
一
歩
前
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
様
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

「
安
心
・
安
全
の
西
谷
づ
く
り
」 

 
 

昨
年
は
、
日
本
本
土
に
上
陸
し
た
台
風

も
無
く
、
又
、
大
き
な
自
然
災
害
も
無
い

平
穏
な
一
年
で
し
た
。
し
か
し
、
巷
間
、

言
わ
れ
て
い
ま
す
東
南
海
地
震
や
短
時
間

の
集
中
豪
雨
等
の
警
戒 

は
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
昨
年
に
開
催
い
た
し
ま
し
た

「
防
災
の
集
い
」
を
今
後
も
開
催
し
て
、

自
主
防
災
部
会
を
中
核
に
皆
様
方
と
一
緒

に
安
全
な
地
域
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り

た
い 

と
思
い
ま
す
。 

「
健
康
長
寿
の
西
谷
づ
く
り
」 

 

健
康
で
長
生
き
す
る
こ
と
は
万
人
の
願

い
で
あ
り
ま
す
。
食
の
安
全
、
健
康
志
向

の
高
ま
り
と
共
に
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の

姿
を
多
く
見
か
け
ま
す
。
昨
年
、
健
康
・

ス
ポ
ー
ツ
部
会
（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21
）

の
企
画
に
よ
り
、
青
少
年
、
老
若
男
女 

一
緒
に
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

今
後
も
地
域
ぐ
る
み
、
西
谷
産
の
野
菜
・
お

米
を
食
べ
て
、
健
康
づ
く
り
を
推
し
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
協
同
の
西
谷
づ
く
り
」 

 
 

西
谷
夢
市
場
や
宝
塚
西
谷
の
森
公
園
な

ど
に
他
都
市
よ
り
の
来
訪
者
数
が
増
大
し
て

い
ま
す
。
自
然
に
親
し
み
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
、
各
々
に
楽
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
地
域

内
外
の
様
々
な
交 

流
の
場
を
通
じ
て
地
域

づ
く
り
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
環
境
保
全
の
一
環
と
し
て
不
法
投
棄
未

然
防
止
活
動
や
里
山
整
備
、
小
中
学
校
と
連

係
し
て
環
境
学
習
に
も
取
り
組
ん 

で
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 “

地
域
づ
く
り
は
自
ら
の
手
で
”
と
い
う
情

熱
を
、
西
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
賜

り
ま
す
と
共
に
、
今
年
が
皆
様
に
と
っ
て
良

い
年
で
あ
り
ま
す
様
に
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

ホントは、もっと 

沢山イベントがあり

ます。書ききれませ 

～ん(m_m) 

ことしは雪が積も

るかなぁ～(#^.^#) 



 

 

 
2008年の西谷では・・・こんな事がありました。ほんの一部をご紹介します。 

2008年の冬は意外に寒くて、雪も例年より少し多く降りました。 

西谷の森公園 先行的保全活動 

小学生の波豆川清掃活動 西谷環境サミット 

ふるさと祭り 

各自治体の道路整備活動 

県立宝塚西谷の森公園オープン 

「宝塚西谷の森公園」のオープンもあって、行事が盛りだくさんの夏でした。 

トライ・やるきッズ 

人権啓発セミナー 

宝塚西谷の森公園開園準備活動 

井戸県知事 

ゴミ問題バスツアー まちづくり協議会総会 

不法投棄未然防止活動 

環境部会花壇整備作業 

各自治会 道路整備（みちつくり） 

 

 

エコ・コンテストin 西谷 

好天に恵まれた日が多く、観光客もたくさん西谷に来られました。 

西谷各地で秋祭り 

防災のつどい 

素人演芸会 楽々宴 

収穫際と宝塚里山まつり 

阪上市長 

宝塚自然の家・夢プラザ・宝塚西谷の森公

園・上佐曽利ダリア園の４会場で開催 

 西谷トピックス 

 「丸山湿原群保全の会」は平成18年12月に発足し、地域資産としての湿原群を守り育み 

後世に引き継ぐために、地域内外の会員35名で保全活動に取り組んでいます。昨年、活

動に必要な資金調達のため、2008年度「トヨタ環境活動助成プログラム」（小規模助成

枠）に応募し、その結果、570団体の中から対象プログラムに採択されました。大きな成

果を挙げるべく保全活動を継続、展開していきます。地域の皆様、お力添えをよろし

くお願いいたします。  

 去る１２月１２日（金）９時３０分より、JA宝塚主催「JA兵庫六甲宝塚市内支店間交流・親睦 

ゲートボール大会」が宝塚チボリグランドに於いて行われました。 

 西谷からは、境野、中部チームが参加し、市内９チームでの戦いとなりました。熱戦のを征して 

境野チームが見事優勝を果たされました。おめでとうございます。 

境野チーム（栗林・小西・富永・中井・森本さん）の栗林敏男さんは、「指導審査専門委員」という

西谷では一人しか持っていない資格を取得されているそうです。これからも、どうかお元気でご活躍ください。 

＜秋の叙勲＞ 
地方自治や教育、医療、産業などの分野で活躍され、その功績が認められたものです。 

旭日双光章（きょくじつそうこうしょう） 

県身体障害者福祉協会副理事長 大上 清さん（境野地区） 

積み上げられてきた活動の歴史は、著書『私の歩んだ難聴人生――禍を転じて福となす――』に

掲載されています。問い合わせはご本人まで。ファックス：９１-０４８８          

メール：oue_kiyoshi@nifty.com 

 編集後記 ☆来年は、地デジと光通信の勉強会なんて会もおもしろそうやなぁ～（稲葉） 

☆“地球にやさしい”“地球を守ろう”なぁんて、おこがましくない？今年はもっと穏やかに、地球に棲む生  

 物になれたらいいな…と思います。（Uタッ） 

☆今年（も？こそ？）家族が仲良く健康に過ごせますように… 祈。 (J） 

☆一回、富士山に登ってみたいのですが…いつになることやら!?不況から回復する方が早かったりして…そっち 

 の方がいいなぁ…（K代） 

☆（H） 

大上 清さん 

12月10日 助成決定証授与式 

（アムラックス東京にて） 


